１　研究主題

　　学びあい高めあう児童の育成を目指して

～学んで考える授業づくりと自ら学ぶ力を伸ばす学習環境づくり～

２　主題設定の理由

１）学校目標から
○教育目標　　　　　心豊かで　たくましく　よく学ぶ児童の育成
　　                     

                        　　　 知　　　　　　　　　　　徳　　　　　　　　　　体
　　○具体目標　

　　
　○本年度の重点

　　　　●　基礎・基本の「習得」とそれらを生かす「活用」の両面での授業改善と学力向上に向けた取組を具体的にする。

　　　　●　地域道徳ふれあい事業への取組を中心に道徳教育の一層の充実を図る。

　　　　●　特別支援教育の視点を生かした授業づくり・環境づくりに全校体制で取り組む。
●　外国語活動についての実践を深め、指導力向上を図る。

教育目標の具現化向けて，本年度の研究もおこなっていく。

２）昨年度のあゆみから

　昨年度までの２カ年計画で，「特別支援教育の視点を生かした授業づくり・環境づくり」の研究を進めてきた。困難さをもつ児童への配慮や指導支援の工夫は，どの子どもにもわかりやすい授業・居心地のよい環境を提供するものであるという発想の転換をし，指導支援の工夫をおこなってきた。デジタルコンテンツの積極的利用，課題提示の工夫，教具の研究，ヒントカードの工夫など様々な視点から授業をつくることができた。学校内が整備されいろいろなところが使いやすくなり，決まりやルールを職員で練り実施してきた。

　しかし一方，児童に対してあまり親切に準備をしたり手を差し伸べたりしすぎると，自分で考えたり，切り拓いたりする力を抑えてしまうのではないか，一つ一つのステップを踏むのもよいが，やりすぎると緊張感がなくなりそこに甘えが生まれて，反対に子どもの意欲をそいでしまうのではないか，という危惧も生じてきた。また，研究仮説で掲げた「児童の主体的な学び」までには，２ヵ年の研究では迫れなかったという反省もあった。児童にとってわかりやすい，理解しやすい手立てを工夫しながらも，児童の自主性や主体性を育てていくには，どうしていったらよいのか，という課題がみえてきた。

そこで，本年度は児童が主体的に学ぶ授業づくりへと研究を展開していきたい。児童が主体的に考え，学びを深めるためには，考える手がかりとなる基礎的な知識・技能が必要となる。児童がほとんど知識や情報もないまま課題の自力解決をおこなうだけだったり，よくわからないままに議論を重ねるだけだったり，それを聞いているだけだったりでは，児童が主体的に学び充実感や達成感を得られる授業にはなりづらい。「教えずに考えさせる授業」は，大きなリスクを抱えているのである。（『教えて考えさせる授業』市川伸一著）

そこで，児童が主体的に考え理解を深めるために，まず，「基礎的な知識・技能」をしっかりと教わり，理解し，「さらにその先を考えていく」という学び方を取り入れ，研究を進めていきたいと考える。

また，後述するが、学習指導要領の全面実施２年目を迎える本年度，学校現場では基礎的基本的な知識・技能の習得やその活用をしながら思考力・表現力・判断力を養っていくことは，喫緊の課題になっている。主体的に学ぶ授業を通してこそ，「基礎的な知識・技能」の習得や「思考力・表現力・判断力」の育成が図れると考える。

授業づくりの視点から「主体的に学ぶ児童」に迫る一方で，児童の学ぶ意欲とスキルの向上を図る取り組みも必要である。学ぶ意欲に関わっては、学習規律・生活規律の問題は避けて通れない。「学習規律」は，学級内の課題と教師と保護者との協力を必要とする課題がある。また，教師と子どもとの間でつくる「学習規律」は，全ての子どもの「安心感」と「学びの機会」を保障するためであるという基本を子どもたちにも理解してもらい，みんなで守ることの大切さを説いていくことが必要である。「生活規律」についても保護者と話し合い「共通理解のもとに進める」ことが何よりも大切である。「遊び」「小遣い」「ゲーム」等とどう向き合うか共に考え，子どもが，「安心」して「節度」をもって暮らせる環境を家庭でもつくり出す必要がある。

本校で着手してきた「学習の手引き」や「落合小スタンダード」「学習のきまり」を，これらに生かしていくこともできるであろう。投げかけて，実践し，どんな結果が得られたか，検証しながら継続的な取り組みをしていくことが大事であると考える。

本校では，昨年度までの２年間，Ｑ－Ｕ検査を行い学級経営に生かしてきた。要支援の児童を知り，個別にサポートしつつ学級の状態に合った学級経営，学級づくり，そして授業づくりを進めていくことが大事であることがわかった。本年度もＱ―Ｕ検査を実施し研究に生かしたい。
３）学習指導要領との関わりから
　学習指導要領には，
　　①基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力を育むとともに，主体的に学習に取り組む態度を養い，個性を生かす教育の充実に努めなければならない。

　　②各教科等の指導に当たっては，児童・生徒の思考力，判断力，表現力等を育む観点から，基礎的基本的な知識及び技能の活用を図る学習活動を重視するとともに，言語に関する関心や理解を深め，言語に関する能力の育成を図る上で必要な言語環境を整え，児童・生徒の言語活動を充実させること。

　　とある。

　　○基礎的・基本的な知識・技能をしっかりと身につけさせること

　　　○これらを活用し自ら考え，判断し，表現する力をはぐくむこと

　　　○児童の言語環境を整えること

が，重視されている。

本校の研究では，「基礎的・基本的な知識・技能をしっかりと学ぶこと」「それらをつかって考えあうこと」「児童同士で考えたり教えあったりすることをとおし，理解を深めていくこと」などから，これらの重点に迫っていきたい。
３　研究仮説　

学んで考える授業づくりと学ぶ意欲とスキルが向上する学習環境づくりを行うことにより，児童の学

　　　Ａ　　　　　　　　　　　　Ｂ

習意欲が向上し，主体的に学ぶ児童が育成されるであろう。

　　　　　　　　　　　Ｃ

Ａ：教科書に出ている基礎的な知識・技能を児童が共通にしっかりと学び，さらに理解を深める課題によって問題解決や討論を行う授業。

Ｂ：「家庭学習の手引き」「学習のきまり」の活用や計算力・読解力の向上をねらう朝学習など授業以外の多方面からのアプローチ。スキル＝学び方，基礎的基本的な知識・技能

Ｃ：意欲をもち課題解決に取り組む子

　： 学んだ知識をもとに，学びを広げる子

　：友達との関わりの中で物事を深く理解する子
４　研究の内容

　１）「学んで考える授業」づくり

　　①その授業や単元で目標とする知識・技能をはっきりさせる。

　　②単元の導入では，児童が「学ぶ」教師が「教える」部分を，教材，教具，体験的活動，具体的操作活動などで工夫したわかりやすい教え方を心がける。（※ユニバーサルデザインの積極的導入）教師主導で説明するにしても，子どもたちと対話したり，発言や挙手を通じて理解状態をモニターしたりする姿勢をもつ。

　　③「考える」の第２ステップとして，いわゆる問題解決の部分があるが，ここは，「理解深化課題」として，多くの子どもが誤解していそうな問題や，教えられたことを使って考えさせる発展的な課題を用意する。小グループによる協同的問題解決の場面により，参加意識を高め，コミュニケーションを促したい。

　④「考える」第３のステップとして，「授業でわかったこと」「まだよくわからないこと」を記述させたり，「質問カード」によって，疑問を提出することを促す。これは，子どもに自分の理解度を把握させたり，教師が授業をどう展開していくかを考えるのに活用できる。
（『教えて考えさせる授業』市川伸一著）

　２）Ｑ－Ｕ検査を学級経営や授業に生かす。

　　検査結果を分析し，要支援の児童には，個人面接をおこなっていく。また，教師自身の自己分析にも生かし，学級経営の改善を図る。

　３）家庭学習や朝学，学習規律等の取り組みなどを通して，児童の学習スキルの向上を図る。

　　「家庭学習の手引き」の配布。実施状況などを分析しながら，保護者の啓発を図る。計算力・読解力の向上の視点から朝学を考える。工夫，改善を図りながら，検証していく。

５　研究の方法

○　授業提案を中心とした実践的研究を行う。

· 全員が授業提案を行う。（一人一実践）

· 授業提案のうち２つの授業については，研究授業として位置づけ，授業づくり，指導案の作成・検討を，授業づくりブロックでおこなう。また，全体会にて１度指導案検討をおこなう。実践は，児童の姿が見える学習記録としてまとめ，その成果は，研究紀要としてまとめる。

· 他の一人一実践の授業については，単元の構想と指導計画，本時の授業の流れがわかる簡単な指導案を作成する。授業は公開とし，自由参観とする。また，簡単な授業の反省をおこない，実践記録としてまとめ，研究紀要に掲載する。

　　○　授業づくりブロック，学習環境づくりブロックに分かれて研究をすすめる。

· 共通した問題意識のもと，研究を深める。お互いの授業について助言し合い，よりよいものとしていく。研究したことを日々の実践に生かす。

○　ＤＶＤ視聴や外部講師を招いて学習会や授業研究を積極的に行う。

６　研究日程

	回
	月
	日
	曜日
	全・ブ
	内　　　　　　容

	１
	４
	２５
	水
	全
	今年度の研究の方向について

（研究主題・組織・研究計画等）

	２
	５
	１６
	水
	全
	研究の具体的な実践内容と指導案について

・ＤＶＤ視聴と「教えて考えさせる授業」とは，

・指導案の形式について

・授業者の決定

	３
	６
	６
	水
	全
	学習環境づくりに向けて（ブロックより計画の提案　）

	４
	６
	１３
	水
	全
	示範授業　算数科　｢形の特徴を調べよう｣　〈6年〉

授業者　鏑木良夫先生

学習会～先行学習から入る授業・先行学習で習得から活用へ～

	５
	６
	２０
	水
	ブ
	Ｑ－Ｕ検査の分析

	６
	７
	４
	水
	ブ
	ブロック研究

	７
	７
	２５
	水
	ブ
	ブロック研究

	８
	８
	２３
	水
	全　ブ
	ブロック研究　Ｑ―Ｕ検査を基にした学級づくり実践発表等
教育課程還流報告

	９
	９
	５
	水
	ブ
	ブロック研究

	１０
	９
	１２
	水
	全
	示範授業　算数科　｢計算の仕方を工夫しよう｣　〈２年〉

　　　　　社会科　「自動車工場をたずねて」　〈6年〉

授業者　鏑木良夫先生

	１１
	１０
	１０
	水
	全
	授業案検討会　算数科「面積の求め方を考えよう」

授業者　5年　矢竹　亮

	１２
	１０
	１７
	水
	全
	研究授業①　算数科「面積の求め方を考えよう」

授業者　5年　矢竹　亮

（指導助言　授業インストラクター　鏑木良夫先生）

	１３
	１０
	２４
	水
	全
	学力把握調査をもとに

　・学校全体として取り組めること

・各学級における授業改善

	１４
	１０
	３１
	水
	全
	指導案検討会　算数科「はしたの表し方を考えよう」

授業者　3年　桐原健太

	１５
	１１
	１４
	水
	全
	研究授業②　算数科「はしたの表し方を考えよう」

授業者　3年　桐原健太

（指導助言　中北教育事務所　指導主事　笹本忠彦先生）

	１６
	１１
	２１
	水
	全
	学習環境づくりについて　検証・分析

	１７
	１
	２３
	水
	全
	一人一実践学年実践発表（学習環境づくり・一人一実践）
公開研究会に参加しての還流報告

	１８
	１
	３０
	水
	全
	学習環境づくりブロックより　1年間のまとめ　　

	１９
	２
	２０
	水
	全
	研究のまとめ　１年間の反省と来年度に向けて　
学習環境づくりブロックより（落合小スタンダード、学習のきまり等について）

	２０
	２
	２７
	水
	全
	研究紀要づくり　


●Ｑ－Ｕ検査の回数によって、計画が変わります。

●学習会などが入ることあり。
７　研究組織





	授業づくりブロック
	学習環境づくりブロック

	石川明　桐原　小野　矢竹　小林

北村　藤巻　河野
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飯野　依田　内藤　安達　三枝


心身を鍛え最後までやりぬく子ども
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思いやりの心をもち、助け合う子ども


[やさしく]
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進んで学ぶ子ども
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